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	第29節　河川施設等応急活動
	　情報部　土木物資部


　風水害による被害を軽減するため、水防活動が円滑に行われるように配慮するとともに、堤防、護岸等の河川管理施設が破壊、崩壊等の被害を受けた場合には、施設の応急復旧を実施する。

１　河川施設等応急対策（土）

　(１)　水防活動の実施

　　　被害の拡大を防止するため、水防上必要な監視、警戒、通報及び水防上必要な資機材の調達等の水防活動を実施する。

　(２)　河川管理施設、特に工事中の箇所及び危険箇所を重点的に巡視し、応急復旧を実施する。

　(３)　大町建設事務所等と密接に連絡をとり、適切な水防活動及び応急復旧対策を実施する。

　(４)　被害箇所の早期復旧のため、復旧計画を立て従前の河川の機能を回復させる。

２　ダム施設応急対策（情）

　　風水害によりダム本体そのものが被災する可能性は小さいと思われるが、ダム上流での被災による流入水量の変化、また、放水水量の変化等、本村の上流に位置する大町ダムの影響は大きい。このため、ダム管理者から発せられる情報を迅速に収集し、広報活動を行う。

　〔関係機関〕（大町ダム管理所）

　　臨時点検の結果、漏水量、変形、揚圧力に異常が認められ、かつ急速に増加の傾向を示す場合は、臨機に止水措置、貯水制限、水位低下等の措置をとる。

　　この場合、ダム管理者が行う関係機関及び住民への連絡及び警報等は、ダムの操作規則等の規定による。（資料５－４参照）
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